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｢きたえよう！やさしさ+１ ｣ 

安全・安心への願い… 
 2025（令和７）年が始まりました。 

 昨年は年始早々に能登半島で大きな地震が起こり、多大な被害が出てしまいました。復興も未だに

完了していないようであり、被災者の皆様にとっては今年こそは復興の年になってほしいと願ってお

ります。また８月には南海トラフ地震臨時情報が出されるなど、私たちの身近でも巨大地震災害への

不安と危機感が高まる１年となりました。 

「今年は、大きな災害がなく誰もが安全で安心して過ごせる１年になってほしい…。」 

 初詣に行った神社の神様に、思わずこのようなお願いをしてしまった私です。 

 自然の力だけは、人間の努力だけではどうにもならないため、神様にお願いするしかないと思って

のことです。ただし、そう願ったとしても災害はいつ起きるかわからないので、備えだけは十分して

おかなければいけないと思っています。 

 一方で、子どもたちの学校生活における安全・安心については、神頼みというわけには行かず、私

たち教職員の心がけ次第で何とかしなければいけないことだと思っています。 

 そのためにまずは、後期学校アンケートの「岩松北小は安心して過ごせる学校ですか。」の結果（下

表）を真摯に受け止める必要があります。 

（％） とてもそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない  

児童 59.4％ 30.0％ 4.7％ 2.5％ 

保護者 19.7％ 70.5％ 5.8％ 0.2％ 

教職員 14.3％ 75.0％ 10.7％ 0.0％ 

 肯定的な回答は 90％近くになっていますが、10 人に１人は何らかの不安を抱えているという結

果となります。そのような子どもたちの「心理的な安全」を確保するためには、子どもの小さな SO

S を見逃さずに、丁寧に対応していく所存です。保護者の皆様におかれましても、子どもたちが抱え

る心配事にお気づきになりましたら学校にご相談いただき、一緒に解決の道を探していけるようご協

力願います。 

 また、１年で最も寒さが厳しい時期となりましたが、心の中はいつも温かい状態であることが望ま

しいと思っています。そのためには、できる限り「温かな声掛け」を多くしていき、子どもたちの心

の安定を図りたいと思います。 

                                 （校長 望月 敏行） 

＜大喜利の冬＞（秋から冬に変わりました…） 
 12 月号に引き続き、ロイロノート「校長室」に参加した児童が、大喜利問題に答えています。これ

は「お見事！」「おもしろい！」「座布団１枚！」と言いたくなった作品を紹介します。 

問題⑤「あったらいいな。こんな冬休みの宿題」 

「冬の自由研究。人はどのくらいこたつの中に入り続けられるか」（SR） 

「どうやったらあったかくなるかの自由研究」（OY） 

 問題⑥「今年の干支の辰（たつ）君が、2024 年の最後に言った一言とは？」 

   「うぉおおおおお！蛇さん後は任せた！バトンタツ（たつ）チ」（IS） 

   「たつ飛び 跡を濁さず」（MR）  

    「冬は寒すぎてこタツからタツことができないよ。」（SR） 

 学校アンケートへのご回答ありがとうございました。集約作業が終わり、これから分析を行い、次年
度教育課程編成の参考とさせていただきます。お一人お一人のご意見は、確かに受け止めさせていただ
きましたが、その思いや願いを全て実現することは難しいということはご了承ください。 



 

 

 

 

 【登下校時の安全について】 
 冬休み前に、登下校時に転んでけがをすることが何件かありました。ランドセルに必要な物がた

くさん入っていて重いということもありますが、寒さが厳しく、ポケットに手を入れて歩いている

子も多数見かけます。手袋やマフラー等、防寒対策に加えて安全対策についてもご家庭でもお子様

に話していただければ、大変ありがたいです。よろしくお願いします。 

 

※お子様の下校時刻等は学年だより等を参考にしてください。 


